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本研究では以下のロジスティック項を持つ走化性方程式系を扱う：
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∂u

∂t
= ∆u−∇ · (u∇v) + κu− µuα in (0, T )× Ω,

τ
∂v

∂t
−∆v + v = u in (0, T )× Ω,

∂u

∂ν
=

∂v

∂ν
= 0 on (0, T )× ∂Ω,

u(0, x) = u0(x), τv(0, x) = τv0(x).

ここでΩはRn(n ≥ 1)内の境界が滑らかな有界領域で, u0は非負の滑らかな初期値, τ ≥ 0,
κ, µ ≥ 0, 1 < α ≤ 2 は定数である. ロジスティック項を持たない通常の走化性方程式
(κ = µ = 0の場合)においては初期値の取り方により解が大域的に存在するか, 有限時間
内に爆発するかが分かれることが知られている. これに対し, ロジスティック項をもつ場
合（α = 2, κ, µ > 0の場合）には一般に爆発が起きにくくなることが知られている. 特に,
放物・楕円型 (τ = 0)の場合にはTello-Winkler [1]により以下が示されている:

• α = 2, κ > 0, µ > n−2
n

(n ≥ 2) ⇒ (KS)の有界な大域的古典解が存在する.

この結果より, 2次元の場合には µが正であれば解の爆発が起きないことがわかる. しか
し高次元においては µが小さいときにどうなるかは未解明な部分が多い. 本研究では高次
元においてこの問題に対し爆発が起きるための条件を考察し, 上記の大域解の存在のため
の条件を改良した.
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